
R6広報グランプリ最終審査会（R7.1.24）

提供：富士市



はじめに｜富士川橋について

橋 長：399.4ｍ

構 造：鋼６径間単純曲弦プラットトラス橋

開 通：大正13年（1924）8月13日

管理者：静岡県富士土木事務所

★

★
富士川橋

富士川かりがね橋



１ 背 景

２ 富士川橋を「つくる」

３ 富士川橋を「まもる」

４ 富士川橋を「つなぐ」

５ まとめ

富士川橋 開通100年記念事業
～ 地域と歴史を紡ぎ、未来へつなぐ ～



背 景

令和６年８月｜富士川橋開通100周年

奇しくも同じ年に、富士川かりがね橋が開通
この盛り上がりをなんとか継続したい！
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事業PR（橋を活用したイベント）富士川かりがね橋（R6.3開通）



背 景

インフラづくりは “新しくつくる” 時代から “なおして長くつかう” 時代へ

時代のニーズに合わせて、維持管理・メンテナンスの理解促進やPRが必要
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目 的｜富士川橋開通100周年記念事業

富士川かりがね橋整備事業により培われた “道路行政への関心” の継続
インフラづくり（維持管理/メンテナンス）の理解促進、 担い手確保
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１ 背 景

２ 富士川橋を「つくる」

３ 富士川橋を「まもる」

４ 富士川橋を「つなぐ」

５ まとめ

富士川橋 開通100年記念事業
～ 地域と歴史を紡ぎ、未来へつなぐ ～



つくる｜富士川橋ができるまで、どうやって渡っていた？

渡船 [とせん]  船橋 [ふなはし] 木製仮橋

7提供：富士市立博物館

いずれも簡易的なもの（雨で川が増水したら渡れない）



つくる｜ついに、しっかりした橋が架かることに！

富士川橋（100年前）

8提供：富士市

富士川かりがね橋（2,3年前）

同じ 「富士川」 ですが、橋を架ける技術はこんなに進歩しました



つくる｜富士川橋ができるまで（もうすぐ完成）

9提供：富士市



つくる｜富士川橋できました！ “募る老若男女５万人”

10提供：富士市



１ 背 景

２ 富士川橋を「つくる」

３ 富士川橋を「まもる」

４ 富士川橋を「つなぐ」

５ まとめ

富士川橋 開通100年記念事業
～ 地域と歴史を紡ぎ、未来へつなぐ ～



まもる｜富士川橋 100年のあゆみ（昭和42年）
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戦後復興、高度経済成長・・・ 交通量と富士川橋へのダメージは年々増加



まもる｜富士川橋 100年のあゆみ（昭和56～61年）
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特に傷んでいた床版を全面取り替え（数年がかり、総事業費10億円）



まもる｜富士川橋 100年のあゆみ（昭和63年）
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長年の地域課題（慢性的な渋滞）解消のため、 狭い橋から広い橋に架け替え
提供：富士市



まもる｜富士川橋 100年のあゆみ（平成17～20年）
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【着前】 ケレン（サビ取り）

上塗り【完成】

タッチアップ

下塗り中塗り

定期的にメンテナンス（数十年おきに塗装を塗り替え）



まもる｜富士川橋 100年のあゆみ（平成23～24年）
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大地震に備えて強い橋に（橋脚補強、落橋防止）



まもる｜富士川橋 100年のあゆみ（平成25年～）
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クレーン車（高所作業） ロープアクセス（橋の下）

５年おきに橋のすみずみまで点検



令和６年３月９日｜富士川かりがね橋が開通

富士川橋の交通量は１日あたり 約5,000台 も減少
朝夕ピーク時の慢性的な渋滞が大きく緩和（渋滞長 1,460ｍ → 80ｍ）

まもる｜富士川橋 100年のあゆみ（令和６年）
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【開通前】令和２年６月 【開通後】令和６年６月



１ 背 景

２ 富士川橋を「つくる」

３ 富士川橋を「まもる」

４ 富士川橋を「つなぐ」

５ まとめ

富士川橋 開通100年記念事業
～ 地域と歴史を紡ぎ、未来へつなぐ ～



富士川橋が架かるまでの歴史 や 開通後に積み重ねてきた数々の工事 を

しっかりと未来に 伝えていく、遺していく、つないでいく



つなぐ｜富士川橋開通100周年記念事業（はじめの一歩）

まずは100周年を広く周知するため、橋の周辺４か所に横断幕を掲出（8/13）

併せて 特設ページ開設、 SNS投稿 「100周年スタートしました」
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特設ページ（富士土木事務所HP内）



つなぐ｜富士川橋開通100周年記念事業（はじめの一歩）

文化資源の面からもPR

スポーツ・文化観光部アカウント（フォロワー約10倍）と連携して情報発信
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8/15 Twitter投稿



つなぐ｜巡回パネル展（100年のあゆみ）

開通後100年間の取り組みをまとめたパネル展示　※場所と時期をズラして効果を継続

第１弾：イオンモール富士宮（9/13 ～ 9/23）
第２弾：イオンタウン富士南（9/24 ～ 10/6）
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イオンモール富士宮 イオンタウン富士南



つなぐ｜巡回パネル展（100年のあゆみ）

富士川かりがね橋整備事業で培われた、地域とのつながりを活かす

第３弾：タリーズコーヒー富士中央公園店（11/18 ～ 11/28）
第４弾：道の駅富士川楽座　展望テラス（12/10 ～）
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タリーズコーヒー 道の駅  富士川楽座



つなぐ｜100周年記念ロゴマーク（R6.10）

本事業のPRツールとして ロゴマーク を作成

未来の担い手に、本事業やインフラづくりを身近に感じていただく（きっかけ）
デザイン３案を事前に用意し、小・中学生（富士市内）によるアンケート投票

富士川橋を望む際に象徴的に目に入る

「富士山」「富士川」が一目でわかるように、

シンプルにイラスト化

富士川橋の特徴であるトラス構造を

モチーフに組み合わせ、色でそれぞれ 

富士川橋、 富士山、 富士川 を表現

100周年の 「１」 を富士山、

「00」の上部を富士川橋、

「00」の下部を富士川で構成
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2,285票（43.6％） 1,679票（32.0％） 1,281票（24.4％）



つなぐ｜100周年記念リーフレット（R6.10）

富士川橋の関連情報を伝える、未来につなぐための リーフレット を作成

地域の歴史 × 富士川橋の歴史 × 散策マップ
ホームページ掲載、各所配架のほか、対面イベントにフル活用
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リーフレットデザイン：株式会社すろーらいふ



つなぐ｜竹かぐや製作ワークショップ（11/16）
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100周年を身近に感じていただくための地域向けイベントを開催

富士川橋周辺地域になじみの深い市民団体（FiiL-net）と連携
制作した竹灯ろうの一部を富士川橋ライトアップに活用　※1/30点灯スタート



つなぐ｜かりがねウォーク2024（11/23）
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２つの橋（富士川橋＆かりがね橋）を巡りながら、地域や橋の歴史を解説

産官学連携｜静岡理工科大学、富士市立博物館、道の駅富士川楽座
野菜摂取啓発イベントとコラボ開催（インフラづくり × 健康づくり）



つなぐ｜親子インフラツーリズム（12/25）※静岡県建設業課が毎年開催
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小学生とその保護者に、 富士川橋＆かりがね橋 を見学しながら解説

子どもたちの感想 「すごい」 「楽しかった」 「この仕事に興味がわいた」



つなぐ｜静岡どぼくらぶ講座 ＠富士川第一小学校（12/17）
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地域の歴史を調べる総合学習の一環として、出前講座を開催（３年生、56名）

官民連携｜100年前の施工会社とコラボ（三井住友建設株式会社、旧勝呂組）

座学（地域や橋の歴史など）＋ 体験学習（模型教材）＝ 楽しく記憶に遺す

インフラづくりに愛着を持てるような地域風土の醸成、担い手確保への大きな一歩



１ 背 景

２ 富士川橋を「つくる」

３ 富士川橋を「まもる」

４ 富士川橋を「つなぐ」

５ まとめ

富士川橋 開通100年記念事業
～ 地域と歴史を紡ぎ、未来へつなぐ ～



インフラ周年記念事業のすゝめ

富士川橋｜静岡県における100年橋梁のトップバッター

県内の橋梁やインフラ施設は、 これから続々と100周年を迎えていく
インフラ整備（なおす/メンテナンス）をPRできる絶好のチャンス

大井川橋

　　 開 通｜ 昭和３年（1928）
　　 路 線｜ 県道島田吉田線
　　 橋 長｜ 1026.4 ｍ

御成橋

　　　開 通｜ 昭和12年（1937）
　　　路 線｜ 県道原木沼津線
　　　橋 長｜ 130.0 ｍ



この事業に携わっていただいたみなさまへ
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富士山かぐや姫ミュージアム
　　（富士市立博物館）

道の駅 富士川楽座

三井住友建設 ㈱（大正13年施工ほか）
　　※勝呂組、旧富士川町の後身

日本橋梁 ㈱（大正13年製作）

㈱ 横河ブリッジ（昭和63年施工）

㈱ すろーらいふ（リーフレット・ロゴマーク）

㈱ プランニング富士（横断幕）

フジヒノキメイド（木製アーチ橋）

静岡理工科大学（中澤教授）

富士市 建設総務課、交流観光課、

　　学校教育課、シティプロモーション課

富士市内の小学校/中学校

静岡県 広聴広報課、企画政策課、

　　健康政策課、富士健康福祉センター、

　　建設政策課、建設業課、道路整備課

☆ 静岡県 富士土木事務所

ご協力ありがとうございました！




